
「ラクラクわかる！5 類消防設備士 集中ゼミ」正誤表 （第 1 版第 2 刷用） 
 

頁 当該箇所 誤 正 

23 問 1 解説 …消火活動上必要な施設… …消防用水… 

28 下から 2 行目 …1000 m2 を超える… …1000 m2 以上… 

29 問 1 解説（4） …1000 m2 を超えた… …1000 m2 以上の… 

40 表 1 最終行 特定一階段等防火対象物 直通階段が 2 未満の防火対象物 

44 表 1 下 3 行目 …経路に設けられている。扉等… …経路に設けられている扉等… 

45 

表 2 3～7 行目 

【※条件の行位置

を変更（  線部

は修正もあり）】 

条 件 

消防法施行令別表第１の区分 

（1）項から

（8）項 

（9）項から

（11）項 

（12）項及び

（15）項 

直通階段が避難階段又は特別避難階段である。 ○ ○ ○ 

バルコニー…に到達できる。 ○ ○ ○ 

壁及び天井の室内に面する部分の仕上げが準不燃材料であるか、スプリ

ンクラー設備が、…基準の例により設けられている。 
○ ○ － 

開口部に特定防火…又は床で区画されている。 ○ － － 

上記で区画された部分の収容人員が、…の数値未満である。 ○ － － 
 

46 下から 2 行目 …ある場合、避難器具… …ある場合、表 6 の条件を満たせば避難器具… 

62 表 3 6 行 1 列目 …縦棒及び横桟縦棒及び横桟の… …縦棒及び横桟、縦棒及び横桟の… 

64 （1）⑩2 行目 …設る。… …設ける。… 

69 
表 2 落下衝撃降

下試験の左列 
…を加えて 50 cm 自由落下… …を加えて 25 cm 自由落下… 

77 問 1 問題文 …正しいものはどれか。 …書かれたもので誤りはどれか。 

82 
表 3 上ぶた右列 1.5 mm 以上 2.0 mm 以上（注） 

欄外【※ 追加】 （注）補強等の措置を講じて強度等が板厚 2.0 mm と同等以上となった場合は 1.5 mm 以上 

87 下から 2 行目 …基準基準… …設置基準… 

91 問 2 問題文 …設計荷重… …負荷荷重… 

141 

図 6 真ん中の式   

図 6 下の式   

151 問 2 （2） …折れ曲がる象を… …折れ曲がる現象を… 

162 ⑮ 弾性限度内 比例限度内 

175 下から 3 行目 既定の深さ… 規定の深さ… 

192 下から 6～7 行目 
…必要となります。そして、200 人を超えてい

ませんので、合計台数は 1 台になります… 

…必要ですが、この建築物は直通階段が1つしかありませ

んので 10 人以上からとなります。そして、100 人を超えて

いますので、合計台数は 2 台になります… 

196 問 4 （1） 博物館 劇場 

215 問 2 （2） 3680 N 3680 N・m 

217 問 7 （3） …2 週間… …4 日… 



218 問 10 問題文 …設置義務のあるもの… …設置義務のないもの… 

224 問 36 （3） 
…軟らかくするために行われる。長時間加熱

した後に徐々に冷却する。 
…軟らかくし、材料の組織を安定させる。 

225 問 43 （1）～（4） kN/cm2 kN 

231 

問 1 解説 権原 権限 

問 10 解答 （3） （4） 

問 12 解説 団体客の規定はありません。 主として団体客を宿泊させるものは，3 m2で除する。

236 
問 2 （1）1 行目 0.432 kN 

0.432 kN・cm 
問 2 （1）3 行目 0.432 kN・m 
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